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研究成果の概要（和文）： 
 現在，高齢化が進み医療現場はこれまで以上に，医療診断における精密検査などの必要
性が高まってきている．これに伴い，精密検査を行うための機器がより多く用いられるよ
うになってきた．その中の一つとして，MRI（Magnetic Resonance Imaging）が挙げら
れる．MRI は磁気共鳴現象を用いた分析装置で,画像撮影時には強磁場と 100dBSPL を
超える騒音が生じる．そのため，被撮像者はブザーを押してオペレータ室に異常を知らせ
るか，非磁性体によって構成された MRI 用の光マイクロフォンを用いた通信を行う．と
ころが，気導音である音声は雑音の影響を直接受けやすいため，MRI 用の光マイクロフ
ォンを用いたとしても明瞭な信号を得ることはできない．そこで，本研究では高騒音下で
も明瞭な信号を抽出することができる骨伝導光マイクロフォンの開発を行う．本研究では
まず，骨伝導光マイクロフォンを用いた信号採取により，従来用いてきた加速度ピックア
ップよりも高い周波数成分を得ることが確認できた．そして，研究代表者らが提案する明
瞭化アルゴリズムを用いて骨伝導光音のみで周波数特性の改善を実現し，高磁場・騒音下
でもより明瞭度の高い音声抽出が可能なことを確認した． 
 
研究成果の概要（英文）： 
Recently, it is increasing the necessity of precisely inspections in the medical front 
because Japan is rapidly aging. Because of the reason, lots of medical diagnoses 
systems are employed for precisely inspections for keep the people healthy. Magnetic 
Resonance Imaging (MRI), one of diagnoses systems for inspection at medical front 
using magnetic resonance method, give out a high magnetic field and noisy sound such 
as about 100-dB Sound Pressure Level (SPL) above when it imagines the images. Thus, 
a communication between a patient and an operator is used an Optical Fiber Bragg 
Grating (OFBG) microphone which composed of non-magnetic materials because the 
room does not arrow to bring the conventional microphone composed of magnetic 
materials however the OFBG microphone does not measure a signal in frequency 
characteristics for the communication. From these reasons, the author is proposed the 
development of the body-conducted speech microphone (BCS) using OFBG which the 
speech is robust signal against air-conducted noise because it is difficult to influence by 
the noise. In the research, the effectiveness of signal measurement is shown with 
time-frequency analysis compares to the speech measured accelerometer such as a 
conventional BCS microphone. And it is proven the experiments that a clearly signal is 
estimated from the signal measured by BCS microphone for OFBG with our signal 
retrieval method which are used differential acceleration and noise reduction method. 
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１． 研究開始当初の背景 

 
 現在，高齢化が進み，医療現場はこれまで
以上に医療診断における精密検査などの必
要性が高まってきている．そのため，精密検
査を行うための機器がより多く用いられる
ようになってきた．その中の一つとして，
MRI（Magnetic Resonane Imagig）が挙げ
られる．MRI は磁気共鳴現象を用いた分析装
置で，画像撮影時には強磁場とともに
100dBSPL を超える騒音が生じる．そのため，
被撮像者はブザーを押してオペレータ室に
異常を知らせるか，非磁性体によって構成さ
れた MRI 用の光マイクロフォンを用いた通
信を行う．しかし，気導音である音声は雑音
の影響を直接受けやすいので，MRI 用の光マ
イクロフォンを用いたとしても明瞭な信号
を得ることはできない．そのため，明瞭な音
声を採取することが可能な音声コミュニケ
ーションの実現の必要性が高まってきた． 
 
２． 研究の目的 

 
 本研究では高磁場・高騒音下でも明瞭な信
号を抽出することができる骨伝導光マイク
ロフォンの開発を行う．開発するマイクロフ
ォンは，従来用いてきた加速度ピックアップ
よりも高い周波数成分を得ることができる
骨伝導光ピックアップで信号抽出を行う．さ
らに申請者らが提案する明瞭化アルゴリズ
ムを用いて骨伝導音のみで周波数特性の改
善を実現し，高磁場・騒音下でも明瞭な音声
抽出が可能なマイクロフォンの実現を図る． 
 
３． 研究の方法 

 
 先ず，実験室内の静寂下でマイクロフォン
にて抽出する音声，加速度ピックアップで抽
出する骨伝導音及び骨伝導光マイクロフォ
ンで抽出する骨伝導光信号を収録する．そし

て，時間-周波数分析を用いて各信号を分析
し，明瞭化アルゴリズムの検討を行うことに
する．次に，MRI 室内における信号収録を行
い，雑音環境下の信号データベースを構築す
る．最後に，構築したデータベースを用いて
明瞭化アルゴリズムを用いた明瞭化を行い，
音声認識で明瞭化アルゴリズムの有効性を
客観的に評価する． 
 
４． 研究成果 

 
 本研究ではまず，MRI 室内における単語発
声及び文発声の信号データベースを構築し
た．このデータベースにより実環境下で得ら
れる信号を持ち帰ることができ，本研究の目
的である明瞭化が可能となる．そこで，この
データベースを用いて，明瞭化アルゴリズム
を適用し骨伝導光音の明瞭化を行った．明瞭
化は，研究代表者らが提案する加速度差分と
雑音抑圧を用いた明瞭化アルゴリズムを適
用することにした．そして，単語単位のデー
タに対して明瞭化を行い，時間周波数分析を
用いて明瞭化の有効性を確認した． 
 

図１．MRI 室内で採取した骨伝導光音 
 



 

 

図２．明瞭化後の骨伝導光音 
 
図１及び図２から確認できるように，2kHz 以
上の高い周波数成分における改善が確認で
きる．以上のことから，MRI 室内でもより音
声に近い信号が得られることが確認でき，明
瞭な音声コミュニケーションの実現に近づ
いたといえる．今後は，実システムとして求
められる文単位の明瞭化を行う予定である． 
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